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平成３０年１１月１９日

理科 １年 松井先生

理科「光の性質（凸レンズ）」
１ 授業のポイント１

○「物体の位置と像の位置の変化」を考える

①焦点距離の２倍の位置より外側

②焦点距離の２倍の位置

③焦点距離の２倍の位置と焦点の間

④焦点の位置

⑤焦点と凸レンズの間

⑥焦点と凸レンズの間（別の場所）

単 元 の

最 後 の 時

間 で す 。

レ ン ズ

と 光 の 通

り 道 を 考

えました。
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２ 授業のポイント２

○実験「物体の位置と像の位置の変化」を確かめる

「小さな像ができたぞ！」

板 レンズ 光源

像 「大きな像ができたぞ！」

は レールに「像を映す板」「凸レンズ」「光源」を準備し

で ました。教室の電気を消して、実験開始です。

き 焦点の距離の２倍の位置だと反対を向いた同じ大きさ

ま の像を作ることができます。それより遠い位置だと小さ

せ くなり焦点と焦点距離の２倍の長さの間だと大きくなり

ん ました。
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３ 授業のポイント３

○「虫めがね」で実験してみる

実は私たちも光

を出しています。

「目」が「光源」、

「虫めがね」が「凸

レンズ」、「教科書

やノート」が「対

象物が映る板」に

置き換えます。

生徒たちは、「目」

の位置によって映

る大きさを確かめ

ていました。
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４ 授業のポイント４

○確認問題に取り組む

○自己評価シート

確認問題や自己評価シートを

使って、今日の授業の取り組み

を振り返りました。

問題は、隣同士で確認し合い

ました。


